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①保全対象範囲

②PS-1,2、MS-
1,2、リスク重
要度高、もん
じゅ特有の系
統か

③系統の保全重要度高 ③系統の保全重要度低

④機器が故障
した場合に重
要な系統機能
に影響がある
か

⑤機器の保全重要度高

⑦機器の保全重要度Ａ

⑥予防保全対
象とすること
が適切か

⑦機器の保全重要度Ｂ ⑦機器の保全重要度Ｃ

⑤機器の保全重要度低

YES

YES

NO

YES

NO

NO

 
 

図 7.2 保全重要度設定フロー（保全計画検討要領から抜粋） 
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表 7.1 保全活動管理指標の設定及び監視計画（保全計画から抜粋） 
 
（プラントレベル） 

項目 目標値 
計画外原子炉自動スクラム回数 <１回/年 
計画外出力変動回数 <１回/年 
工学的安全施設の計画外作動回数 <１回/年 

 
（系統レベル） 
※１ (故障)：予防可能な故障回数の例 

監視計画 
系統 

要求される
機能 項目 方法 

管理指標と 
目標値※１ 

設定根拠※１ 

原子炉冷却
材バウンダ
リ機能 
（PS-1） 

・不適合（損
傷、冷却材漏
えいなど） 

・不適合報
告書 
・保修票 

(故障) 
<1 回/年 

(故障) 
JEAG4210 で記載する
重要度分類指針クラ
ス１及びリスク重要
度低に相当する。 

原子炉冷却
材液位確保
機能 
（MS-1） 

・不適合（損
傷など） 

・不適合報
告書 
・保修票 

(故障) 
<1 回/年 

(故障) 
JEAG4210 で記載する
重要度分類指針クラ
ス１及びリスク重要
度低に相当する。 

原 
子 
炉 
容 
器 
設 
備 

原子炉停止
後の徐熱機
能を損なわ
せるおそれ
のあるナト
リウム漏え
い時の熱
的・化学的影
響の緩和機
能 
（MS-2） 

・不適合（ナ
トリウム受
入不良など） 

・不適合報
告書 
・保修票 

(故障) 
<2 回/年 

(故障) 
JEAG4210 で記載する
重要度分類指針クラ
ス２及びリスク重要
度低に相当する。 
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様式－３ 
〔保安規定第 103 条、118 条に基づく記録〕 

〔保守管理要領第 20 条に基づく記録〕 
表 7.2 点検・補修等の結果の確認・評価シート 
 

確認 プラント部 電気保修課   

運営管理
室長 

安全品質
管理室長 

承認 作成 

  

← 

(部長) (課長)  (担当) 
 
件    名： 「も」直・交流電源設備等点検（交流無停電電源装置Ａ，Ｂ，Ｄ点検）    
確認・評価日： H21.6.16                                
保守担当者：                              
受 注 業 者：                              
 

保修期日 H21.1.20～H21.5.29 
保修機器 交流無停電ｲﾝﾊﾞｰﾀ盤 A,B,D 、交流無停電ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ変圧器盤 A,B,D 
保修内容 外観点検、特性試験、機能性能試験  
機器等稼働状況・点検状
況の結果 

機器の稼動状態:連続運転中 
機器の点検状況:保全計画に基づき定期的に点検実施 

 安全系 外観点検、特性試験、機能性能試験 1 回/1 年 
          分解点検（部品交換） 1 回/6 年  
     非安全系 外観点検、特性試験、機能性能試験 1 回/4 年 

分解点検（部品交換） 1 回/8 年 
＜前回点検実績＞ 
A,B 系:19 年度 外観点検、特性試験、機能性能試験 
D 系:18 年度 外観点検、特性試験、機能性能試験    

保全データの推移及び
経年劣化の長期的な傾
向監視の実績 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜点検結果＞ 
外観点検、特性試験（絶縁抵抗測定、指示計、保護回路）、機能性能試
験（運転確認）を行い、異常のないことを確認した。 
＜傾向管理＞ 
絶縁抵抗に関しては、交流無停電ｲﾝﾊﾞｰﾀ盤 A,B,D、交流無停電ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
変圧器盤、A,B,D 全てにおいて 1000MΩであり、劣化の傾向は認められ
ない。 
＜点検周期の評価＞ 
安全系については、前点検から 2年後の点検結果において異常が認め
られないことから、点検計画ついて 1年と定めていることはより保守
的であるが、他ﾌﾟﾗﾝﾄの実績及び今後、定期事業者検査の対象となるこ
とから 1回/1 年とすることは妥当である。 
また、分解点検（部品交換）の周期については、7年後の点検結果にお 
いて異常が認められなかった過去の実績があるが、ﾒｰｶ推奨周期を考慮 
し、電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ取替周期を基に保守的に 1回/6 年とすることは妥当で 

(A,B) 

(D) 
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 ある。 
 
非安全系については、7年後の点検結果において異常が認められなかっ 
た過去の実績があるが、他ﾌﾟﾗﾝﾄの実績やﾒｰｶ推奨周期を考慮し、保守 
的に安全系の過去実績を採用し 1回/4 年とすることは妥当である。 
また、分解点検（部品交換）の周期については、過去の実績を基に 1 
回/8 年とすることは妥当である。 

トラブルなどの運転経
験 
 

特になし。今後も保全計画に基づき点検を実施する。 

 

番号 提案・推奨･改善内容 保守担当課対応方針 

１ 部品取替周期を迎える部品があるので、次回
点検時取替を推奨します。 

今後も別添取替部品リスト(点検報告書：
Q44-773M-08195-01）の取替周期に従って、
保全計画の点検に合わせ、当該機器の定期取
替を計画する。 
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〔保安規定第 103 条、118 条に基づく記録〕 
〔保守管理要領第 22 条に基づく記録〕 

 
表 7.4 保全の有効性評価記録（抜粋） 
 
評価実施課： 
プラント保全部 
機械保修課（機械 1） 
 

安全品質 
管理室長 

運営管理 
室長 部長 保守担当 

課長 
確 認 確 認 承 認 作 成 

 月  日  月  日  月  日  月  日 
    

 
 
評価実施日 平成 21 年 7 月 7 日 
評価者

対象機器 ２次冷却系設備、メンテナンス冷却系設備、機器冷却系設備の添付資料－１の設
備 

評価実施
時期

 １ 保全サイクルの終了時期 
 ２ 保全活動管理指標の目標値を超過（別紙－１に記載） 
 ○3  点検計画の変更時（別紙－１に記載） 

有効性

 
評 価 項 目 判 定 

保全活動管理指標の監視結果 ○良・否 
機器等稼動状況・点検状況の結果 ○良・否 
保全データの推移及び経年劣化の長期的な傾向監視の実績 ○良・否 
トラブルなど運転経験 ○良・否 
他プラントのトラブル及び経年劣化傾向に係るデータ ○良・否 
リスク情報及び科学的知見 ○良・否 
（詳細は別紙－２に記載、根拠等は別紙－３として添付）

保全方式の
変更の要否

 
○要・否

（詳細は別紙－４に記載）

点検間隔の 
変更の要否

 
○要・否

（詳細は別紙－５に記載）

その他
改善内容

要・○否
（詳細は別紙－６に記載）
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別紙－１ 
評価実施時期に係る詳細資料 

 
３ 点検計画の変更時 
 
 変更前 変更後 変更理由 
保全方式 － TBM（点検項目の追加） 

（該当する設備は添
付資料－１の変更後
の欄で（追加）の記載
があるもの） 

点検頻度又は点検間
隔 

3 年毎 
4 年毎 
5 年毎 
6 年毎 

2 年毎（2年毎で統一） 
（該当する設備は添
付資料－１参照） 

 空気雰囲気にある
機器については、据付
後約17年経過しても、
機能性能に影響を及
ぼす有意な不具合の
発生は認められてい
ない。しかし、空気雰
囲気にあることから、
2 年の頻度で外観点検
（保温材の外側から
の点検）を実施する。 

 
変更内容の詳細： 
２次主冷却系設備、機器冷却系設備の外観点検頻度について、2年周期に変更する。 
２次ナトリウムオーバフロー系主要弁の作動試験の周期を、４年毎から 2年毎に変更する。 

 
 

別紙－４ 
保全方式の変更に係る詳細資料 

 
１・保全方式の要否を判断した根拠又は理由 
 ２次主冷却系設備の循環ポンプ、主配管、補助冷却設備の空気冷却器伝熱管、主配管について
は、当初計画では、外観点検として、溶接部の目視試験を 33％/10 年の頻度で実施するのみとし
ていた（２次主冷却系設備主配管については、更に溶接部の超音波探傷を 3箇所/10 年で計画）。
設備全体の外観点検も実施しておくことが望ましいと考えられることから、2 年の頻度で設備全
体（ただし、目視で確認できる範囲とする）の外観点検（保温材の外側からの点検）を追加する。 
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別紙－５ 
点検間隔・頻度の変更に係る詳細資料 

 
１．点検間隔・頻度の変更の要否を判断した理由又は根拠 
 空気雰囲気にある機器については、据付後約 17 年経過しても、機能性能に影響を及ぼす有意な
不具合の発生は認められていない。しかし、空気雰囲気にあることから、できるだけ点検頻度を
多くすることが望ましい。弁の点検を 2 年周期で実施していることから、これに合わせて他の設
備についても 2年の頻度で外観点検（保温材の外側からの点検）を実施する。 
 また、２次主冷却系設備の循環ポンプ、主配管、補助冷却設備の空気冷却器伝熱管、主配管に
ついては、当初計画では、外観点検として、溶接部の目視試験を 33％/10 年の頻度で実施するの
みとしていた（２次主冷却系設備主配管については、更に溶接部の超音波探傷を 3 箇所/10 年で
計画）。設備全体の外観点検も実施しておくことが望ましいと考えられることから、設備全体（た
だし、目視で確認できる範囲とする）の外観点検（保温材の外側からの点検）を上記と同様、2
年周期で実施することとする。 
 ２次ナトリウムオーバフロー系主要弁の作動試験の周期を、外観点検の頻度に合わせて、４年
毎から 2年毎に変更する。 
 
 
 
 
 
 
２．変更前及び変更後の点検間隔・頻度 
 ２次主冷却系設備、メンテナンス冷却系設備、機器冷却系設備の外観点検頻度について、2 年
周期に変更する。 
 ２次ナトリウムオーバフロー系主要弁の作動試験の周期を、４年毎から 2年毎に変更する。 
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